
（別紙４）

ひなた川岸校
公表日 令和7年3月12日

利用児童数 17名(15家族) 回収数 15

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

14 0 0 1

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

10 1 0 4

送迎などで人員が足りているのかわか

らないです。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思

いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー

化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 13 0 0 2

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思います

か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
15 0 0 0

見学に伺った時から、清潔感があり、

子どもものびのび活動しやすい施設だ

と感じた。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支

援が受けられていると思いますか。 
15 0 0 0

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
15 0 0 0

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に

分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成さ

れていると思いますか。 15 0 0 0

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思いま

すか。 15 0 0 0

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

15 0 0 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いま

すか。
12 0 0 3

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機

会がありますか。
5 3 1 6

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につ

いて丁寧な説明がありましたか。
15 0 0 0

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされ

ましたか。
15 0 0 0

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニ

ング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われてい

ますか。 10 2 0 3

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況

について共通理解ができていると思いますか。
14 1 0 0

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

15 0 0 0

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

14 0 0 1

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交

流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょ

うだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が

設けられるなど、きょうだいへの支援がされていますか。
5 4 1 5

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されてい

るとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて

周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されてい

ますか。

12 1 0 2

定員により回数を増やす対応が柔軟に

できないこと。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている

と思いますか。
15 0 0 0

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体

制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発

信されていますか。

14 0 0 1

・毎回様子を写真付きで教えてくださ

りとても感謝しております。

・アプリで活動の様子が見られたり、

連絡ができるので助かります。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

15 0 0 0

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ

アル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されて

いますか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 14 0 0 1

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な

訓練が行われていますか。
14 0 0 1

25

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される

等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか

 。 14 0 0 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や

事故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
14 0 0 1

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 

15 0 0 0

安心安全に通所できることが第一で

す。行くことを楽しみにしているし、

帰ってきて、楽しかったと伝えてくれ

るので、本人、親としても満足してお

ります。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

15 0 0 0

毎週ひなたさんに行くことをとても楽

しみにしているのが分かります。

29 事業所の支援に満足していますか。

14 0 1 0

・正直言うと、長期休みの14時上りは

早すぎると思います。人手不足なのは

わかるのですが、疲れて帰ってこない

と夜ねむたくなくて困ってしまいま

す。出来ましたら、人手を増やして、

16時上りだとうれしいです。後は完璧

です。

・的確にアドバイスをいただき、親身

になって相談に乗っていただき感謝し

ております。

・いつもありがとうございます。毎回

楽しみにして通所しています。職員の

皆さん、とても親切で適切な対応をし

てくださっているので安心しておりま

す。

清掃業務はリスト化しており、支援前、

支援後、職員全員が清掃業務に携わるよ

うにしています。
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ご意見を踏まえた対応

・人員配置は満たしており、ワンボック

スカーでの送迎には運転手と添乗員が配

置されています。

・送迎で職員が出ている時には、2名の

職員が施設内に残り、利用者さんを職員

がひとりで対応することのないよう配置

をしています。

話すことが苦手な利用者さんもおります

ので、写真付きで活動の様子をお伝えし

ています。ご家族の携帯電話で閲覧でき

るアプリを活用しています。スムーズに

情報共有ができるので、コミュニケー

ションツールとしても、ご家族の負担を

減らすことができています。

定員に関しましては、指定係から超過し

ないよう指導を受けております。ひなた

だけではなく、他事業所とも連携をしな

がら、お一人おひとりに合った支援をし

ていきたいと考えています。
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・ご意見ありがとうございます。27にもある

ように、ひなたでは利用者さんの特性をしっ

かりと理解してから、スモールステップで体

験活動に幅をもたせるよう心掛けています。

毎日様々な事業所に通われている利用者さん

や思春期の利用者さん、感覚過敏の利用者さ

んなどには最初から長時間の利用はおすすめ

しておりません。安定している様子が見ら

れ、ご本人が余暇をもてあますことなく過ご

せるようになってから1時間ずつ利用時間を増

やしています。利用開始の時期にもよります

が、春季休暇は14時まで、夏季休暇は15時ま

で、冬季休暇は16時まで、というようにス

モールステップですすめています。

・ひなたでは面談の時間を長めに設定してお

ります。モニタリング表は利用者さんの姿が

目に浮かぶような文章で書くことを心掛け、

共感であったり、不安の軽減であったり、そ

の役割を担えることを職員のやりがいとして

いければと考えます。

・皆さんからいただく励ましのお言葉や利用

者さんの安定している姿が職員のモチベー

ションにもつながっています。日々の療育活

動にご理解とご協力をいだたきありがとうご

ざいます。

利用される皆さんの命をご家族からお預

かりしていることを忘れず、無理のない

体験活動を計画しています。通われてす

ぐに色々な活動に参加してもらうのでは

なく、利用者さんの特性をしっかりと理

解してから、スモールステップで体験活

動に幅をもたせるようにしています。

職員全員で利用者さんの情報を共有し、

利用者さんの明るい未来のために今でき

ることは何かを日々話し合い活動を考え

ています。職員へは多面的に思考するよ

う指導をし、職員のひらめきを大切に、

利用者さんの未来のためのライフスキル

トレーニングを考案、活動を積み重ねて

います。

保

護

者

へ

の

説

明

等

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



（別紙５）

ひなた川岸校
公表日 　　　　　2025年　　3月　　12日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

環

境・

体制

整備

+7:1

利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

6 0

家具等を導線や活動しやすいスペースを確保できる

ように置くことで、広いスペースや、個別の部屋が

確保できています。1人の空間が心地いい方やクー

ルダウンが必要な方も、パーテーションを使って場

所の確保ができています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。

6 0

定員に達しない人数で、困り感の強い利用者さんが

利用する日には手厚くつけるような人数体制ができ

ています。療育活動中だけでなく、余暇時間も安全

に過ごせるよう、また職員が見守りできるよう、時

間を調整しながら職員の配置を考え体制を整えてい

ます。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

6 0

・どこに何があるか目で見てすぐに分かるものだと

感じています。また、利用者さんの特性に合った方

法で一日の流れを提示しています。

・設備等は定期的に施設内点検を2人体制で行い、

危険な場所や劣化している部分の補修を行っていま

す。

事務室や玩具棚など、鍵がかかってない時には勝手

に入ってしまう時があるので、目で見て勝手に開け

ないことを理解できるようにしたいです。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

6 0

・利用者さんが来所する前後に掃除を行い、掃除

チェック表を活用して漏れのないようにし、清潔で

安全な環境を整えています。

・個別療育と集団療育がどちらも行えるような環境

を整えています。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか。 

5 1

ひとりで過ごすスペースを十分に確保しています。

1人でタブレットを視聴したいときや宿題をしたい

時に集中できるよう、机1台ごとにパーテーション

で区切り、ひとりの空間をいつでも自由に使うこと

ができるようになっています。

好きなスペースが集中してしまい、トラブルに繋が

りかねないので職員間で声を掛け合っています。。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。

6 0

PDCAの表を作成し、参加する職員全員に事前に共

有、反省事項も共有しています。

・月に一回の定例会、職員会議などで業務改善に向

けた話し合いや情報交換をを行っています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
6 0

保護者からの貴重な意見や意向を把握したうえで、

職員間で話し合いを行い業務改善に努めています。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
6 0

・定例会議等では、パート市職員や事務員、送迎員

を含めて意見交換をしています。

今後も職員の意見を踏まえ、業務内容を見つめ直

し、改善が必要なところは改善できるよう努めてい

きたいです。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
3 3

年に一度でも外部評価を行えると、業務改善につな

がると思われます。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。

6 0

毎月の内部研修のほか、外部から講師を招いての研

修も多く、専門的知識を学ぶ機会が保障されていま

す。

今後は経歴別や、資格別、世代別での研修に取り組

んでいきたいです。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

6 0

正規職員全員でプログラムについて意見交換や擦り

合わせをしながら作成することで、より深く認識で

きていると思います。

定期的に見直しもできる機会があるといいと思いま

す。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計

画を作成しているか。

6 0

日々活動を振り返る中で、職員間で利用者の姿や様

子を共有していくことで共通認識をし、適切な計画

を作成しています。

今後もご本人の要望や保護者からの意見やなど、面

談には職員も積極的に参加し、共通理解を進めてい

きます。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責

任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

6 0

計画を立てる際は利用者の様子や課題など、日々の

療育活動を振り返りながら、目標を達成するために

どのような療育が必要か、職員全員が意見を出し合

いながら立案・検討ができています。

何度でも見直して確認することが習慣化すると良い

です。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援

が行われているか 。

6 0

職員が全員把握できるよう、計画が作成されると、

パート職員や送迎職員を含めた全員に回覧して共有

し、打ち合わせで内では口頭で細かい部分の説明を

聞くことができています。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。 6 0

・毎朝HUGを活用した振り返りを行い、書いてある

ことや、活動以外での姿など、書いていないが共有

しておきたい様子などを伝えている。

今後も知能検査や発達検査などだけでなく、活動や

余暇時間、排せつ、食事などの面で行動観察をしア

セスメントをしていく。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

6 0

計画立て時にそれぞれが5項目について調べてひな

たでやっていることを当てはめていくことが出来た

ので、具体的に支援内容がどこに当てはまるのか確

認ができています。

個人でもチームでも、定期的にガイドラインを見直

したり、読み込んだりする機会を習慣化していきた

いです。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

6 0

担当を分けて一緒に活動を考えることで、意見を出

し合ったり、反省→改善をしていくことができてい

ます。

今後も利用者さんの気になった点・最近の様子など

の情報交換を行い、今この利用者さんにはどんな支

援が必要なのか・どんな力が身につくと良いのかを

話し合いながら活動を考えていきたいです。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

6 0

戸外・室内・体の使い方・手先の巧緻性・力加減・

身の回りの管理・整理など、様々な観点から活動を

考え、固定化しないように工夫しています。

週5日利用する利用者さんも多いので、なるべく同

じような活動が続かないよう今後も配慮していきま

す。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

6 0

一週間の中で個別とグループが均等になるように振

分けるようにし、運動するものや着座して行うもの

などをなるべく交互にできるよう配慮しています。

個別活動だけではなく、他者との関わりが持てた

り、ルールの理解ができるよう、集団活動も組み合

わせながら支援を行っていきます。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。 6 0

支援開始前までに、活動内容・活動の時間・職員の

配置・担当・動きなどを、漏れのないように細かく

確認しています。

今後も時間をとって打ち合わせを行い、送迎、活

動、役割分担の確認を欠かさずに行っていきます。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

4 2

担当間では終了後などに振り返りや反省点を話し

合っているが、援終了後は送迎やHUGの記入や掃除

などの業務もあるため、全員での振り返りは難しい

時もあります。

今後も翌日朝に担当以外も振り返りに参加し、全員

で情報共有できるようにしていきます。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。 6 0

HUGを使ってまとめながら支援の様子を保護者に伝

えるとともに記録にもなっています。

今後もHUGに記録を記載、次の日の朝に職員間で情

報共有し、支援の検証・改善をしていきます。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 6 0

日々計画を立てていく中で定期的に見直し、内容を

確認するようにしています。

今後も見直しや振り返り、改善を積み重ねていきま

す。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行っているか。

6 0

一日の中で、創作活動だけ、自立支援と日常生活の

充実のための活動だけ、にならないよう、利用者さ

ん一人ひとり好きなことができる時間を確保してい

ます。

今後も本活動を主軸に、余暇の時間も確保すること

で、必ず複数を組み合わせて支援していきます。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行っているか。
6 0

自分の好きなもの・苦手なものなど自己理解が深め

られるように、選択できる機会を活動に取り入れる

ようにしています。

今後も製作時の選択やおやつの選択、余暇での遊び

の選択など、自分で選ぶ機会を多く持てるよう環境

を設定します。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 6 0

児童発達支援管理責任者が出席し、情報共有してい

ます。

今後はどの職員でも参画できるよう、職員一人ひと

りが学びを深めていきます。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
6 0

支援者会議や相談支援専門員を通して各関係機関と

連携・情報交換をしています。

保護者からの情報は得ているが、直接的に地域の保

健、医療との機関と関わる機会が少ないが、今後は

連携体制を整えていきたいです。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時

刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）

を適切に行っているか。 6 0

保護者を介し、年間や月の予定表を提出してもらい

下校時間等を確認し送迎を調整しています。

今後も支援者会議への参加や学校見学、送迎の際の

引継ぎなど情報交換をしていきます。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
5 1

保護者から就学前の様子の聞き取りをしたり、就学

前の様子がわかるものを提出してもらい、職員がい

つでも見れるようにしています。

事業所との直接的な情報交換はできていないので、

相談支援専門員を介し、報共有と相互理解に努めて

いきます。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。 6 0

移行先の事業所より情報提供を求められた場合、情

報を提供しています。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
6 0

児童発達支援センターの研修を受講しています。 令和7年度も講習を希望したいと思います。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す

る機会があるか。

4 2

近隣の公園へ出掛け、地域の学齢期のこどもと遊具

や空間を共有することはあるが、トラブルに発展し

ないよう、公園内でも距離をかなり確保していま

す。

発達段階に応じて取り入れていけたらと考えていま

す。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

2 4

今後は（自立支援）協議会等について、理解を深め

るところから始めていきたいです。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。

6 0

HUGや送迎時の伝達でその日の様子や活動内容につ

いて丁寧に伝え、子どもの様子を共通理解できるよ

うにしています。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。  6 0

保護者参加の研修もあり、家族支援の観点から考え

ることができている。

今後も保護者の悩みを受容しながら、必要に応じて

専門的な家族支援プログラムの情報提供を行ってい

来ます。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
6 0

運営規定は掲示し、支援プログラムはHPで公開し

ていることを保護者へ伝えています。

今後も一人ひとりに説明ができるように、時間を設

けて丁寧に説明をしていきます。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。  6 0

利用者さんには日々の関りの中で聞き取りをし、保

護者には面談時に意思や意向を聞く時間を設けてい

ます。

今後も、利用者さんの最善の利益の優先考慮の観点

を踏まえて個別支援計画を作成していきます。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
6 0

・1人ひとり面談する時間を十分にとり、丁寧に説

明できています。

職員と保護者で同一の放課後等デイサービス計画に

目を通しながら、支援内容の説明をしたうえで、同

意を得ています。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必

要な助言と支援を行っているか。

6 0

児童発達支援管理責任者が相談に応じて必要な助言

を行っています。

今後もメールや口頭での相談があった際には、職員

全員が把握できるようメモやラインワークスなどを

使用して情報を共有していきます。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。
3 3

保護者やきょうだいが参加できる行事を令和7年3

月末に予定しています。

今は保護者同士やきょうだい同士が交流する機会は

今は設けられていないが、保護者やきょうだいの方

からの要望があれば検討していきます。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に

対応しているか。 6 0

苦情等があった場合は迅速に対応できるような体制

づくりができています。

今後も苦情解決委員会の担当者が迅速かつ適切に対

応していきます。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。 6 0

各施設での取り組みを保護者に伝えられるように、

月に一度HPを更新、定期的にひなただよりを発行

しています。

今後は法人全体の様子を把握できるよう広報誌も活

用していきたいと思います。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

6 0

個人情報の取り扱いについては入職時の研修等で伝

えられ、個人情報の取り扱いについての留意点や決

まり事など、研修で学ぶ機会がある。変更点などが

あった場合はその都度管理者からの説明を受け、十

分留意するよう意識しています。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。

6 0

どんな伝え方だと理解しやすいかアセスメントを取

りながら、一人ひとりに合わせた伝え方を意識して

いる。保護者に関しても、話し方や情報伝達方法

（メールやメモ）を工夫しています。

今後もお一人おひとりに合った情報伝達方法を見つ

けていきます。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
2 4

勤労感謝等で地域で働く方との交流の場を設けてい

ます。

地域住民の方の招待等は現状行えていないので、地

域の方とすれ違う際には良好な関係を築けるよう挨

拶などを積極的にしていきます。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。 6 0

それぞれのマニュアルの策定や見直しを行い、全職

員が目を通せるように回覧をしたり、研修の中で訓

練を取り入れたりしています。

今後も職員全体で読み合わせながら理解を深めてい

き、適切な回数の研修や訓練を開催していきます。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
6 0

担当者がBCPを作成、ブラッシュアップし、それに

伴って非常災害に備えた避難訓練や、防災教室など

を行っています。

今後も職員がBCPへの理解を深め、それに基づき、

災害等に対応する訓練も職員全体で定期的に行って

いきます。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
6 0

てんかん発作時の対応方法や搬送先の確認をしっか

りと行っています。

年に1度以上、てんかん発作時の対応方法を全職員

で確認、変更点はないか保護者へ再確認する機会を

持つようにしてきます。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
6 0

契約の面談時等にアレルギーについての対応方法は

保護者を通じて共有しています。

年に1度以上、保護者から食物アレルギーの内容や

対応に変更点はないか保護者へ再確認する機会を持

つようにしていきます。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
6 0

毎年安全計画を作成し、それに基づいて研修や訓練

を計画して全職員が参加して行なっています。

今後も安全管理に必要な研修や訓練など、漏れがな

いよう複数人で確認しマニュアルのブラッシュアッ

プをしていきます。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
4 2

・HPに掲載したり、面談時に安全計画を説明をし

たりして、共有できるようにしています。

安全計画が周知されているか、これから調査をし周

知する機会を設けていきます。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
6 0

月に一度、職員会議でヒヤリハット報告を行ってい

る。全職員が現状を把握し、これからの対応策の話

し合いができています。

今後も職員会議でヒヤリハットを共有し、改善する

点についても話し合っていきます。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
6 0

虐待に関する事例や対応など研修を通して理解を深

めている。

厚労省の障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修

資料動画を活用しながら共通理解を促していきたい

です。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載しているか。 6 0

身体拘束について年一回以上研修等を設け、法人と

しての方針を共有しています。

権利擁護の観点から、身体拘束について考える機会

を設け、それをしなくても済む支援の方法を職員全

員で考えていきます。
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事業所における自己評価結果公表



（別紙３）

～ 令和7年　2月　28日

（対象者数） 15家族 （回答者数） 15家族

～ 令和7年　2月　14日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

『今』だけではなく、1年後、3年後、5年後を見据えなが

ら、できることを増やすためのトレーニングに取り組んでい

きます。高校進学を望む利用者さんであれば、中学進学の時

点で、中学を終えるまでに自分の特性について理解するため

のトレーニングに取り組んだり、身近な大人に相談できる力

を身につけたり、合理的配慮をお願いできるよう説明する力

をつけたり、移動手段を考えられる力をつけるなど実践的な

トレーニングへと変化をさせていきます。

2

左記でいうモニタリング表内に、次の課題や取り組むべきト

レーニング内容も含めて作成することで、個別支援計画原案

作成前のアセスメントがより明確なものになっていくのでは

ないかと思われます。

3

職員が同じような対応ができるよう、さらなる知識の獲得や

技術の向上を求め続けていきたいと思います。職員研修はも

ちろん大切ですが、日々の支援についての準備や振り返りを

丁寧に積み重ねていくことが、利用者さんの幸せな未来に繋

がっていくと考えます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

長期休暇のイベントに保護者も参加できるプログラムを準備

しています。今年度の3月末に4日間のご家族参加型イベント

を開催予定です。一緒に療育活動に参加してもらい、利用者

さんの余暇時間には保護者同士の情報交換の場を設ける予定

です。令和7年度には夏季・冬季休暇プログラム内にも保護者

同士の交流が図れるイベントを開催予定です。

2

新潟市児童センターへ行き、地域の他の子どもと同じ空間

で、備え付けの遊具などを使って自由に過ごすことから始め

ていきたいと考えています。まずは、同じ空間の中で挨拶か

ら始め、徐々に他の子どもとも遊びを通して交流を図ってい

けたらと思います。

3

令和7年度は新しい職員を迎え手厚い人員配置ができる予定で

す。専門的な知識やアイデアを出しながら、手厚い支援をし

ていくことが目標です。

こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性

のある支援が受けられていると思いますか。 (チェック項目原

文ママ)

ご回答いただいた全利用者さん(ご家族)から『はい』にチェッ

クをしていただきました。

利用者さんと日々関わる中で、困り感や伸ばしたい力を見極

め、適切な時期に適切なライフスキルトレーニングに取り組め

るよう支援を計画しています。

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が

客観的に分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支

援計画）（※3）が作成されていると思いますか。 (チェック

項目原文ママ)

ご回答いただいた全利用者さん(ご家族)から『はい』にチェッ

クをしていただきました。

個別支援計画を作成する前のモニタリング表作成の段階で、ご

家族が読んだ時に利用者さんの様子が目に浮かぶような書き方

をするよう心掛けています。

こどもは安心感をもって通所していますか。 こどもは通所を

楽しみにしていますか。 (チェック項目原文ママ)

ご回答いただいた全利用者さん(ご家族)から『はい』にチェッ

クをしていただきました。

長く利用されている方も最近利用を開始した方も、場所や人に

安心安全を感じながら通ってくださっていることが分かり嬉し

く思います。学校での疲れが見られたり、思春期特有の不安定

な時期だったり、精神的な支えを求める利用者さんもおります

ので、良い態度や雰囲気で関われるよう、職員の精神的な安定

も大切にしています。

人員配置は満たしていますが、『手厚い配置』ができていない

事が弱みと思われます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員の配置数は適切であるか、保護者にとっては『わからな

い』ようです。

外部講師によるABA研修を職員・保護者向けとして開催しま

したが、同じ会場で職員と保護者が一緒に研修を受けるのでは

なく、保護者へはYouTubeにて研修内容を公開したのみで、

情報の共有や保護者からの意見を募る機会を持たなかったこと

が今回の結果につながってしまっていると感じています。

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会がを持つことが難しかったです。

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会がありませんでした。近隣の公園へ出掛け、地域の

学齢期の方と遊具や空間を共有することはありますが、互いに

興味を持っていたかというとそうでもない、というのが正直な

ところです。トラブルに発展しないよう、公園内でも距離をか

なり確保しながら遊んだことも多かったです。

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者

同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされてい

ない。また、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょ

うだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支

援がされていない。(チェック項目文ママ)

令和7年　1月　27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　3月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ひなた川岸校

○保護者評価実施期間 令和7年　2月　6日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


